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 要  旨 
近年，Web 上で仮想組織の活動が活発になってきており，Web 空間上の互いに興味を持ち合う
ページ集合(コミュニティ)を抽出する Web コミュニティの研究が重要となってきている．また，
個人や状況に応じて情報をパーソナライズして調べることが特に重視される． 
著者らの研究室では，多様な分析視点から Web 上のコミュニティマイニングを行う目的で，デ
ータキューブモデルに基づいた多次元制約の下で Web 構造マイニングを行うデータベースシス
テムを提案してきており，昨年までに，FROM 型と TO 型制約によるデータキューブ問い合わせ
処理の基本演算体系が示された．しかし，データキューブのスキーマとして対象 Web 空間を 3
領域に直和分割した特定の場合のみを用いていた．より一般的にはデータキューブのスキーマと
して対象空間の一部分だけを詳細に調べたい場合や，「キーワードにヒットするページから前方 N
ホップ以内の空間を対象にする」などの一般的な制約条件からなる多次元制約空間を扱いたい． 
本論文では，まず昨年度まで問題となっていた後処理（計算されたコア集合からコミュニティ
構造を計算する処理）の高速化を行った．その上で，詳細ドメインやキーワードといった一般的
な制約を許す場合を対象に，FROM 型制約を満たすコア集合と TO 型制約を満たすそれを別々に
データキューブとして維持し，条件の変更に対応してこれらのキューブを更新するという維持戦
略を与えた．従来から提案しているフィルタリング演算とマージ演算を使った複合問い合わせ処
理を行い，さらに Jaccard Similarity Join を用いて分析も行った． 
その結果，「詳細ドメインでみた場合にある特定のコミュニティが目立って現れている」，「IS
と M の関係では分散処理関連研究やマルチメディア系研究室のコミュニティの順位が上がる」こ
とが分かった．さらに 2009 年度のコミュニティ空間を作り，キーワードを用いたコミュニティ
分析を行って「COE プログラムやコヒーレント光科学」，「ロボット」のコミュニティ空間を見る
ことができた．詳細ドメインやキーワードによる複数の問い合わせ木を提示し，Jaccard 
Similarity Join を用いて「IS と J の関係性でみた際に IS のコミュニティがどのように split, 
merge されてでているか」「“COE プログラムやコヒーレント光科学”のコミュニティの中に“ロ
ボット”のコミュニティのどのようなものがでているか」，といったコミュニティ分析の例を示し
た．加えて，問い合わせ処理時間が直接再計算よりも提案したマージ演算や複合問い合わせ処理
手法が効率的であることを示し，本システムである特定の空間を自分の知りたい空間にパーソナ
ライズして様々なコミュニティ分析が有用に行えることを示した． 
